
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

地域再生計画（道整備交付金）事後評価調書

三重県 津市 「歴史・文化が息づく活力あふれる自然ゆたかな地域づくり計画」

平成22年度～平成27年度 津市建設部建設整備課特定事業推進担当副参事　格嶋淳夫

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値 最終目標値

事後評価

指標１
市道整備によるアクセス時間の短縮
・市中心地から多気北畠氏城跡まで
のアクセス時間の短縮１０分

－ H19

最終目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度 最終実績

－ － － 10分 H28 10分 ○
指標１については、計画路線が一部事業完了に至らないことから、計画外ではあるが市費により代替
えの路線として、アクセス道路である美杉町の主要地方道松阪青山線を１車線から２車線に拡幅した
ことで、時間の短縮ができ、最終目標値の達成ができた。

指標３
地域資源を活かした交流人口の拡大
・ 観光入り込み客数30,000人（平
成19年より５％増加）

29700人 H19 － － － 30000人 H28 21900人 △

北畠神社においては平成19年度以前にテレビや本等で紹介され、基準年度の入込客数は観光客の多い
年であったため、基準値が大きくなっており、これに伴い最終目標値の設定が大きくなっている。こ
のため、最終実績は最終目標値を下回っている。しかしながら、指標でもある北畠神社の入込客数は
平成19年より年々減少し、平成27年においては、18,200人となっている。アクセス道路の整備などを
行い一部供用開始をした平成28年より入込客数が増加し最終実績においては21,900人（1年前の入込客
数21,000人に対し4%増加）となっているため、整備効果があったと考えられる。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

指標２

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

事業の進捗状況に関する評価
計画

中間年度
（H　　）

最終実績

特別措置を適用して行
う事業

市道整備事業 5.4km － 4.1km

街道整備、まちなみ整備など

その他の事業

今回の整備により、交通アクセスの改善につながったが、計画に位置付けた6路線のうち2路線が事業完了に至らなかったため、継続し事業を実施しており、早期完成を目指
し、更なる交通アクセスの改善を行っていきたい。

林道整備事業 1.8km － 1.8km 計画通り事業が完成し、見通し不良区間の視距改善及び表面排水処理の改善が達成されたことで、地域の基幹産業である森林施業の効率化が図られた。

国指定史跡の多気北畠氏城館跡を中心として、津市と地元が一体となり、ふるさと資料館、道の駅周辺等との歴史、文化のネットワークづくりとともに、地域の伝統文化を活か
したイベントや講座を開催するなど、歴史と文化の拠点整備を進めている。また、地元との協働による三重県指定無形民俗文化財「ごんぼ祭」を活かした歴史・文化の伝承及
び地域づくりも進めている。

伊勢本街道を活かした地域づくり事
業

住民との協働のまちづくり事業の実
施に係る支援など

「歴史の道百選」にも選ばれた伊勢本街道の道標、家並みの保全・活用、有形・無形文化財の保護と史跡の管理、歴史・文化の伝承活動などを、津市や地元、三重県とも連携
し、歴史・文化が息づく地域づくりを進めている。

森林セラピー基地事業

森林セラピー基地の改修整備、森林
セラピーロードの整備、ノルディッ
クウォーキングの導入等セラピー
ロードを活用した健康づくり

津市が策定した事業であり、豊かな森林の恵みを活かし、森林セラピー基地（セラピーロードと宿泊施設等）を活用したヘルスツーリズムを積極的に展開し、健康に配慮したま
ち歩きシステムによる新しい観光商品の確立をめざすとともに、地域における看護実習の実施など、健康をテーマとした大学コミッション（地域の中での大学の調査研究活動）
の推進などにより、内外から訪れる人々の心の癒しと健康づくりをめざすこととしている。

歴史と文化の拠点整備事業

計画外で独自に実施し
た事業

下之川住民交流センター整備事業
地域交流センター建設（集会施設、
温浴施設）

地域に暮らし、地域を支える人々が、気軽に集える交流促進の場として、また、自然豊かな環境の中で誰もが憩えるからだとこころの健康増進の場として活用をしている。

－ H19

⑦今後の方針等 本計画においては、平成27年度をもって終了したが、引き続き再生計画に沿って事業を実施し、さらなる歴史・文化が息づく活力あふれる自然ゆたかな地域づくりを推進していきたい。

④評価方法 計画期間終了後、最終実績及び推移を基に事業の評価を実施した。

⑤事後評価の公表方法 市ホームページで公表

⑥計画全体の総合評価
本計画では道整備交付金を活用し、市道路整備と林道整備を一体的に実施することで、相乗効果により、地域内外の相互の交流・連携を活性化するとともに、農林業や観光業などの地域産業の活性化に貢献できたと考えられる。また、
そのことで歴史・文化が息づく活力あふれる自然ゆたかな地域づくりを概ね発現できていると考えている。

5分 H27 5分 ○
林道の排水施設や法面、路面の改良を行うことで、林業施業を行う車両がスムーズに通行できるよう
になり、森林への到達時間が５分短縮できた。

指標２
林業施業の効率化
・ 林道整備により市道から森林へ
の到達時間５分短縮

－ － －


